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校章について 
            （説明） 

本校には、多くの桜の木が植えられています。 

校章は、その桜をモチーフとしてデザインされています。     

花弁の一つ一つは、「ｎａｎ・ｅｔｓｕ」の「ｎ」をシン 

ボライズしています。 
     校章デザイン作者 酒井 空見さん 

                           （吉田郡永平寺町在住） 
 

Ⅰ 学校の沿革 
 

平成１２年 ３月     南越地区養護学校（仮称）基本計画策定委員会 

平成１６年 １月１６日  校舎建築工事着工 

      ４月 １日  高校教育課内に養護学校開設準備グループを設置 

     １０月     福井県議会９月定例会において福井県立学校設置条例が 

一部改正され、南越養護学校を１１月１日付けで設置 

     １１月 １日  初代校長  加藤良子就任 他に４名の教職員発令 

平成１７年 ２月１０日  校舎完成、土木部営繕課から引き継ぐ 

      ４月 ７日  開校式・第１回入学式挙行 

      ４月 8日  スクールバス運行開始 始業式（含 訪問部） 

平成１８年 3月 10日  第 1回卒業証書授与式挙行 

             福井県立南越養護学校同窓会設立総会・入会式実施 

             福井県南越親の会設立総会・入会式実施 

平成１９年 ４月 １日  第２代校長 龍溪信行就任 

      ４月 10日  池田方面マイクロバス運行開始 

５月 ７日  福井県金融広報委員会会長より金銭教育研究校（２年間）

の委嘱 

８月・１０月  第２９回福井県養護学校教育研究大会開催 

１０月２３日  平成１９年度第１回校歌制定委員会を開催 

平成２０年 ４月 8日  河野方面マイクロバス運行開始 

４月３０日  校歌完成（作詞・作曲小椋佳） 

６月１３日   北陸地区知的障害教育校ＰＴＡ連合会（以下 北知Ｐ連

と略す。）第 1回役員会・総会開催 

１０月１７日  平成２０年度全国リレー金融教育公開授業イン福井開催 

１１月 ８日  第４回文化祭・校歌発表会開催 

平成２１年 ４月 １日  第３代校長 小嵐恵子就任 

平成２２年 ４月 １日  第４代校長 髙野幸嗣就任 

      ５月 ８日  同窓会ならびに南越親の会が合併し、福井県南越絆の会 

に改称 

     １１月４～５日  第４０回北信越地区知的障害養護学校教育研究協議会福井大会開催 

平成２３年 ４月 １日  第５代校長 小林幸子就任 

平成２５年 ４月 １日  校名を変更 南越特別支援学校とする 

第６代校長 齋藤勇治就任 

平成２６年１０月２５日  創立１０周年記念式典・第１０回文化祭開催 

平成２８年 ４月 １日  第７代校長 的矢俊昭就任 

     １０月 ４日  第３８回福井県特別支援学校教育研究大会開催 

平成３０年 ４月 1日  第８代校長 齋藤和秀就任 

令和 ２年 ４月 １日  第９代校長 滝川照美就任 

令和 ５年 ４月 １日  第１０代校長 源甲斐恵美就任 

 



Ⅱ 学校の目標 

１ 校  訓     元気に やさしく 輝いて         

 

２ 教育目標 

健やかな身体と豊かな心を持ち、人とかかわりながら、自分らしく生き生きと、 

社会の中で生活できる子どもを育成する。 

 

３ 教育方針 

（１） 幼児児童生徒一人ひとりの教育的ニーズに対応した適切な教育活動を展開し、個々の可

能性を最大限に引き出し、生きる力を高めていく。 

（２） 学校や地域社会で、お互いが育ち合う様々な集団活動の場をつくっていく。 

（３） 一人ひとりの状況や多様な障がいを理解し、それぞれの成長をサポートする体制を学校  

全体で整えていく。 

（４） 関係機関と連携しながら、交流活動や進路指導、相談機能を充実させ、地域の特別支援 

    教育を推進する。 

 

４ 各学部の目標 

（１） 幼稚部 

ア 元気に楽しく学校生活が送れる身体と心を育てる。 

 

（２）小学部 

ア 元気に生活できるように、よりよい生活習慣を培う。 

イ 自分の思いを伝える力を育て、人とかかわる力をはぐくむ。 

ウ 学習にすすんで取り組む意欲を育て、知識や経験を広げる。 

 

 

 

 

 

（３） 中学部 

ア 思春期に応じた健康な心身をはぐくみ、よりよい生活習慣の確立を図る。 

イ 自分の思いを表現し、友達や周囲の人とかかわる力を育てる。 

ウ 物事に見通しを持ち、集団活動の中で、主体的に取り組む力を養う。 

エ 地域や社会の資源を活用した体験を通して、社会生活に必要な基本的知識・技能・態

度を養う。 

 

 

 

 

 

 

・児童の実態把握と集団に応じた活動内容・環境設定等の工夫をし、児童が周囲とかか

わりながら『できた』『楽しい』を感じられる授業づくりをする。 

・生徒一人ひとりの指導目標について見取りを丁寧に行って共通理解し、生徒が集団の中で

個々の課題に取り組むとともに、周囲とかかわりながら『手ごたえ』『喜び』を得られる

授業づくりをする。 



（４）高等部 

ア 青年期にふさわしい生活習慣を身に付け、自分らしい生活スタイルを作る。 

イ 心身の健康の保持・増進や体力の向上を図るとともに、自己管理ができる力を養う。 

ウ いろいろな集団活動を通して自己肯定感をはぐくみ、仲間と協力して主体的に取り組

む力を養う。 

エ 地域社会とかかわって生活体験や職業体験を積み、卒業後の社会参加に必要な知識や

技能、態度を養う。 

 

 

 

 

 

５ 各校務部の目標 

（１） 教務部 

  児童生徒の実態に即した教育課程の在り方を検討し、適切な授業実践につなげる。 

  

 

 

 

 

（２） 教育相談部 

 交流および共同学習をはじめとする地域活動が有意義なものになるように、クラスやグル

ープ、学部等で目標設定や振り返りを行いながら、計画的、組織的に活動を実践する。 

 

 

 

 

 

（３） 図書研究部 

児童生徒一人ひとりの実態把握、目標設定および評価を適切に行いながら、より良い授業

づくりを進める。 

 

 

 

 

 

（４） 指導部 

  ア 児童生徒が日ごろの学習の成果を十分に発揮できるような行事の企画運営を行う。 

  イ 児童生徒同士がかかわりを持ったり、つながりを深めたりできるような支援の工夫や

改善を図る。 

 

 

 

 

・学校行事において子どもたちが明るく元気に活動し日ごろの学習の成果を発表できる

ように計画及び運営を行う。 

・子どもたちが活動を通してつながりを感じることができるように支援する。 

  ・クラスやグループ、学部会等で事前、事後に話し合う機会を設け、目標を共通理解し

たり、双方の配慮点を確認するなどして、成果や課題を整理しながら活動の充実に努

める。 

・生徒一人ひとりの目標を学部内や授業担当者間で共通理解し、卒業後に必要な力を身

に付けられるような授業づくりをする。 

・適切な観点からの実態把握を進めたり、外部講師からのアドバイスを受けたりして得

たことを授業づくりに生かす。 

・児童生徒の目標－指導－評価のつながりが見え、授業づくりにより生かすことができ

る単元（題材）案や授業案への改善を進める。 

・新学習指導要領に基づき、学部間での学びの連続性を考えながら指導方法の検討改善

を行い、児童生徒の実態に即した教育課程を検討していく。 



（５） 保健部 

児童生徒が、心身ともに健康で、安全に学校生活を送ることができるよう体制を整える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６） 進路指導部 

  ア 個々の発達段階(障がい特性)に応じた適切な進路支援を行う。 

  イ 関係機関と連携し、進路選択に必要な情報を継続的に収集・発信する。 

 

 

 

 

 

（７） 渉外部 

  ア 保護者が関心を持てる研修や余暇などの活動を、ＰＴＡ役員や教職員と一緒に企画運

営する。 

イ 絆の会の役員と一緒に卒業生やその家族が親睦を図られるような活動を企画運営する。 

 

 

・関係機関と連携し、各学部の進路支援に必要な最新の情報を「進路相談会」、「施設見

学」の開催や「進路の手引き」、「進路だより」等の発行で積極的に提供する。 

・ＰＴＡ役員、進路指導部等と協力して、家庭生活や卒業後の生活に役立つ研修や広報、

保護者や子どもの親睦を深める余暇活動を提供する。 

・絆の会事務局として役員会や総会を役員と一緒に運営し、会員相互の連携やレクリエ

ーション活動・同窓会などの行事の充実ができるようにする。 

・歯科検診や内科検診、教職員研修等で得た情報を、担任や学部、家庭で共有し、協力

して健康づくりに取り組む。 

・校内の事故防止や、てんかんや食物アレルギーなどの対応について、全教職員で安全

点検を実施し情報の共有を図ったり、緊急時に適切な対応ができるように訓練を実施

したりする。 



Ⅲ　教育課程
＜幼稚部＞

健　康 自立活動
5 2 2 2 1 8

＜小学部＞
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1 284 124 68 68 68 102 34 34 68 850
2 301 154 70 70 70 105 35 35 70 910
3 245 175 45 45 85 60 80 35 35 70 70 35 980
4 245 175 45 45 85 80 95 35 35 70 70 35 1015
5 175 175 35 35 70 45 100 100 35 35 70 70 70 1015
6 175 175 35 35 70 45 100 100 35 35 70 70 70 1015
1 374 204 68 34 34 ※ 34 ※ 102 850
2 315 210 105 70 70 ※ 70 ※ 70 910
3 315 175 105 105 70 70 ※ 70 ※ 70 980
4 315 70 175 105 70 70 70 70 ※ 70 1015
5 315 70 175 105 70 70 70 70 ※ 70 1015
6 280 70 210 105 70 70 70 70 ※ 70 1015
1 374 136 68 34 34 ※ ※ ※ 204 850
2 315 140 105 70 70 ※ ※ ※ 210 910
3 315 105 105 105 70 70 ※ ※ ※ 210 980
4 315 70 175 105 70 70 ※ ※ ※ 210 1015
5 315 70 175 105 70 70 ※ ※ ※ 210 1015
6 280 70 210 105 70 70 ※ ※ ※ 210 1015
1 374 204 ※ ※ 34 ※ 34 ※ 204 850
2 350 210 ※ ※ 70 ※ 70 ※ 210 910
3 350 210 70 ※ ※ 70 ※ 70 ※ 210 980
4 350 175 105 ※ ※ 70 ※ 70 ※ 245 1015
5 350 175 105 ※ ※ 70 ※ 70 ※ 245 1015
6 315 175 140 ※ ※ 70 ※ 70 ※ 245 1015
1 170 34 ※ ※ ※ ※ ※ ※ 646 850
2 175 35 ※ ※ ※ ※ ※ ※ 700 910
3 175 70 ※ ※ ※ ※ ※ ※ 735 980
4 175 70 ※ ※ ※ ※ ※ ※ 770 1015
5 175 70 ※ ※ ※ ※ ※ ※ 770 1015
6 175 70 ※ ※ ※ ※ ※ ※ 770 1015
1 34 34 782 850
2 35 35 840 910
3 35 35 875 35 980
4 35 35 875 70 1015
5 35 35 875 70 1015
6 35 35 875 70 1015
1 210 210
2 210 210
3 210 210
4 210 210
5 210 210
6 210 210

ＢⅠ～ＤⅠの※印の教科は、各教科等を合わせた指導の中で行う。
ＢⅠ～ＤⅠの「道徳」「特別活動」「自立活動」は、教育活動全体を通しても指導する。
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＜中学部＞
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1 140 140 45 45 35 70 105 105 140 35 35 70 50 1015
2 140 105 35 35 35 70 105 140 140 35 35 70 70 1015

3 105 140 35 35 35 35 140 140 140 35 35 70 70 1015

1 175 175 140 105 70 70 70 70 ※ ※ ※ 35 70 35 1015
2 175 175 140 105 70 70 70 70 ※ ※ ※ 35 70 35 1015

3 175 175 140 105 70 70 70 70 ※ ※ ※ 35 70 35 1015

1 175 175 70 105 70 70 70 35 ※ ※ ※ 35 175 35 1015
2 175 175 70 105 70 70 70 35 ※ ※ ※ 35 175 35 1015

3 175 175 70 105 70 70 70 35 ※ ※ ※ 35 175 35 1015

1 245 105 70 ※ ※ 70 35 70 ※ ※ ※ 35 350 35 1015
2 245 105 70 ※ ※ 70 35 70 ※ ※ ※ 35 350 35 1015

3 245 105 70 ※ ※ 70 35 70 ※ ※ ※ 35 350 35 1015

1 210 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ 805 1015
2 210 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ 805 1015

3 210 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ 805 1015

1 35 35 895 50 1015
2 35 35 875 70 1015

3 35 35 875 70 1015

1 210 210
2 210 210

3 210 210

＜高等部＞
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1 70 140 280 105 70 35 70 105 70 ※ ※ ※ ※ ※ 35 35 35 1050

2 70 140 280 105 70 35 70 105 70 ※ ※ ※ ※ ※ 35 35 35 1050

3 70 140 280 105 70 35 70 105 70 ※ ※ ※ ※ ※ 35 35 35 1050

1 70 140 210 105 70 35 70 70 70 ※ ※ ※ ※ ※ 35 140 35 1050

2 70 140 210 105 70 35 70 70 70 ※ ※ ※ ※ ※ 35 140 35 1050

3 70 140 210 105 70 35 70 70 70 ※ ※ ※ ※ ※ 35 140 35 1050

1 140 105 210 ※ ※ 70 70 70 ※ ※ ※ ※ ※ ※ 35 315 35 1050

2 140 105 210 ※ ※ 70 70 70 ※ ※ ※ ※ ※ ※ 35 315 35 1050

3 140 105 210 ※ ※ 70 70 70 ※ ※ ※ ※ ※ ※ 35 315 35 1050

1 350 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ 700 1050

2 350 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ 700 1050

3 350 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ 700 1050

1 210 210
2 210 210

3 210 210

ＢⅠ～ＤⅠの※印の教科は、各教科等を合わせた指導の中で行う。
ＢⅠ～ＤⅠの「道徳」「特別活動」「自立活動」は、教育活動全体を通しても指導する。
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　　＜高等部　肢体不自由、病弱＞

各教科 科　　　　目 標準単位

現代の国語 2 2 2 2 2
言語文化 2 2 2 2 2
論理国語 4 2 2 4 2 2 4
文学国語 4
国語表現 2 2 2 4
古典探究 4
地理総合 2 2 2 2 2
地理探究 3
歴史総合 2 2 2 2 2
日本史探究 3
世界史探究 3

公　 共 2 2 2 2 2
倫 　理 2 ▽2 0・2
政治・経済 2 ▽2 0・2
数 学 Ⅰ 3 3 3 3 3
数 学 Ⅱ 4 2 2 4
数 学 Ⅲ 3
数 学 Ａ 2 2 2
数 学 Ｂ 2 ○2 0・2
数 学 Ｃ 2
科学と人間生活 2 2 2 2 2
物理基礎 2 ▲2 0・2 ▲2 0・2
物    理 4 ★4 0・4
化学基礎 2 ▲2 0・2 ▲2 0・2
化    学 4 ★4 0・4
生物基礎 2 ▲2 0・2 ▲2 0・2
生    物 4 ★4 0・4
地学基礎 2
地    学 4

体　　育 7～8 2 2 3 7 2 2 3 7
保　　健 2 1 1 2 1 1 2
音 楽 Ⅰ 2 ☆2 0・2 ○2 0・2
音 楽 Ⅱ 2 ☆2 0・2
音 楽 Ⅲ 2 ○2 0・2
美 術 Ⅰ 2 ☆2 0・2 ○2 0・2
美 術 Ⅱ 2 ☆2 0・2
美 術 Ⅲ 2 ○2 0・2
工 芸 Ⅰ 2
工 芸 Ⅱ 2
工 芸 Ⅲ 2
書 道 Ⅰ 2 ☆2 0・2 ○2 0・2
書 道 Ⅱ 2 ☆2 0・2
書 道 Ⅲ 2 ○2 0・2
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 3 3 3 3 3
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ 4 2 2 4
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ 4
論理・表現Ⅰ 2 2 2
論理・表現Ⅱ 2 △2 0・2
論理・表現Ⅲ 4

家庭基礎 2
家庭総合 4 2 2 2 6 2 2 4

情報Ⅰ 2 2 2 2 2
情報Ⅱ 2 △2 ０・2

学校設定科目 2 3 5

25 23 23 71 19 15 12 46
1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 1 3
2 4 4 10 8 12 15 35 27 27 27 81
2 2 2 6 2 2 2 6 2 2 2 6
30 30 30 90 30 30 30 90 30 30 30 90

　備　考

令和5年度　　第１学年　　３か年間教育課程　　　
学科・類型 普　通　科 （AⅠ）

外国語

家　庭

数　学

理　科

芸　術

保健体育

国　語

3 計3

　 普　通　科 （AⅡ） 　 普　通　科 （DⅡ）

1 1計2

地理歴史

公　民

計 1

○学校設定科目は令和３年１１月末日
に申請。
第２学年について
○物理基礎、化学基礎、生物基礎から
２単位選択（▲印）
○音楽Ⅰ、美術Ⅰ、書道Ⅰから２単位
選択（○印）

○普通科DⅡは、重複障害者等に関す
る教育課程の取り扱いにより、自立活
動を主に指導する。
○各教科の指導は、生徒の状態に応じ
て、学習内容を精選し、自立活動の中
で行う。

自立活動
総合的な探究の時間

合　　　計
第１学年について
〇音楽、美術、書道から２単位選択(☆印)
第２学年について
○物理基礎、化学基礎、生物基礎から２単位選択(▲印)
〇外国語（論理・表現Ⅱ）、情報Ⅱから２単位選択（△印）
〇芸術は、第１学年で選択した科目を第２学年で継続履修(☆
印)
第３学年について
○倫理・政治経済から２単位選択(▽印)
○物理、化学、生物から４単位選択(★印)。ただし、第２学年
次にその科目に対応する「基礎」を付した科目を履修している
ものとする。
〇数学Ｂ、芸術から２単位選択(○印)。ただし、芸術を選択し
た場合は、第１、第２学年で選択した科目を継続履修

専門科目計
小　　　計

ホームルーム活動

就　労

情　報

2
学　　　　年

2 3



Ⅳ 校時表 
幼稚部・小学部校時表           中学部・高等部校時表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
幼稚部は１３：２０下校 

小学部６年生は、水曜日のみ１４：１０～ 

１４：５５で６校時を行い、１５：２０下校   部活動は火・木曜日に実施 

中学部は、月・金曜日１４:１５下校 

（各学部の週時程表例） ＊日生は日常生活の指導 生単は生活単元学習 総合は総合的な探究の時間の略  

 

 

 月～金 

登   校 ８：４０～ ８：５０ 

始業準備 ８：５０～ ９：００ 

１ 校 時 ９：００～ ９：４５ 

２ 校 時 ９：５０～１０：３５ 

３ 校 時 １０：４５～１１：３０ 

４ 校 時 １１：３５～１２：２０ 

給   食 １２：２０～１３：２０ 

５ 校 時 １３：２０～１４：０５ 

帰りの会 １４：０５～１４：１５ 

下   校 １４：１５ 

 月～金 

登   校 

始業準備 
 ８：４０～ ８：５０ 

１ 校 時  ８：５０～ ９：４０ 

２ 校 時  ９：４５～１０：３５ 

３ 校 時 １０：４５～１１：３５ 

４ 校 時 １１：４０～１２：３０ 

給   食 １２：３０～１３：２０ 

５ 校 時 １３：１５～１４：０５ 

６ 校 時 １４：１０～１５：００ 

帰りの会 １５：１０～１５：２０ 

下   校 

部 活 動 

１５：２０ 

１５：０５～１５：２５ 

中学部(知的障がい)の一例 

  月  火 水 木 金 

１ 日常生活の指導 

国語 数学 国語 数学 国語 

２ 自立活動/保健体育 

3 
作業学習 美術 

生 単 

（総合） 
作業学習 

4 

  日常生活の指導・給食・昼休み 

5 日生 特別活動 生単 生単 自立活動・日生 

6   音楽 保健体育 音楽   

高等部（知的障がい）の一例 

  月  火 水 木 金 

  ホームルーム 

1 
日常生活の指導 

美術 自立活動  保健体育 自立活動  保健体育  

2 国語 数学 国語 数学 

3 
作業学習 

国語 

4 音楽 

  給    食 

5 
保健体育 家庭 生単 

ＬＨ 生単 

総合 6 生単 

  清掃・ホームルーム 

    部活   部活   

幼・小学部(低学年 知的障がい)の一例 

     月  火 水 木 金 

1 日常生活の指導 

２ 個別学習(国語・算数・自立活動など) 

3 小集団での学習(音楽・生単・体育など) 

4 遊びの指導 

  

  
日常生活の指導・給食・昼休み 

5 遊びの指導・日常生活の指導 

高等部（病弱・肢体不自由）の一例 

  月  火 水 木 金 

  ホームルーム 

1 芸術Ⅰ 自立活動 
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮ

ﾝ英語Ⅰ 
理 科 

体 育 
2 英語Ⅰ 現代社会 芸術Ⅰ 英語Ⅰ 

3 情 報 家 庭 

総 合 

現代社会 国語総合 保 健 

4 数学Ⅰ 国語総合 自立活動 国語総合 

  給    食 

5 理 科 数学Ⅰ 
総 合 

ＬＨ 英語Ⅰ 

6 国語総合 情 報 自立活動 数学Ⅰ 

  清掃・ホームルーム 

    部 活   部 活   



 

 

＜学校付近の略地図＞ 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

南越特別支援学校 
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